
図書館はどこまで 
飛び出せるのか！ 

3班 
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学生の学びに貢献できてる？？ 

図書館の外 
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  壁 
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しているのか
わからない 
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図書館 

教員 

学生 

組織 

どこに飛び出すか 
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どこに飛び出すか？-教員 

－対象－ 
 
・館長 
・運営委員教員 
・教員 
・新任の教員 
・非常勤講師 

 （フリー、企
業から来た先生
など、さまざ
ま） 

－きっかけ－ 
 
・選書 
・リポジトリ 

・御用聞き（小樽商
大） 
・手続き 
・ガイダンス 

－メリット－ 
 
・リッチな授業ができる 
・研究がはかどる 

・顔がみえるようになる、
なじみやすくなる 

・図書館（職員）の使い
方がわかる 

・専門分野以外のリソー
スの発見 

・教材の共同開発 パス
ファインダー 
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どこに飛び出すか？-組織 

－対象－ 
 
・ＦＤ委員会 
・教学組織 
・情報系組織 
・教務委員会 

・エクステン
ションセンター 
・・・etc 

研究・学習支援
に関わる組織 

－きっかけ－ 
 
・人事異動 
・学内行事 ＯＣ 
・研修 ＦＤ ＳＤ 
・入試 
・懇親会 
・レクリエーション 

－メリット－ 
 
各組織の問題を解決 

例）初年次教育 場所と
人を提供した。＠立命館 
ウハウの提供 

＊図書館はどこの学部に
も属していないので、ど
こともつながりを持ちに
行ける。組織のファシリ
テーター的存在に。 

＊図書館は全学を支援対
象にできる。 
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どこに飛び出すか？-学生 
－きっかけ－ 
 
・オープンキャンパス 
・ガイダンス 

・大学のオリエンテーショ
ン 
・来館利用（日々の利用） 
・大学祭での展示など 
・講習会 
・ライティング支援 
・学生サポーター 
・学生アルバイト 
・選書ツアー 
・ビブリオバトル 
・読書感想文コンクール 
・読書マラソン 
・図書館キャラクター公募 

－対象－ 
 
・学生 

 －初年次、
３・４回生、院
生、留学生、科
目履修生、3年

次編入生、社会
人学生、高校生
（入学対象者）、 
・アルバイト 
・サポーター 
・ＴＡ 
 
 

－メリット－ 
 
・スキル獲得 
・成績の向上 
・コミュニティに属せる 

・一緒に学ぶ仲間ができ
る 

・刺激を得られる。生活
上、学習上 

・図書館（職員）をうま
く使えるようになる。 

・他学部との交流ができ
る 
・学生生活が充実する！ 
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 誰が飛び出すのか 
     －図書館の意識を変える 

• 図書館から行動する 
• 館内で一つになろう 
• まずは自分から 
（課長もがんばれ） 
 

私たちは、大学の構成員！ 
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飛び出したその先に 
図書館は大学の血液。循環すれば
大学全体の「学び」が活性化する 

小さな動きから… 

全体の協同へ 

壁も飛んでいく 
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